
アジア・太平洋地域大会で弁論を闘わせる参加者（2012年3月、香港）

主催：日本赤十字社、日本赤十字国際人道研究センター、赤十字国際委員会（ICRC）

後援：外務省、日本弁護士連合会、国際法学生交流会議（ILSEC）

対　　　 象

参 加 費

2012年12月8日（土） 

日本国内の大学に在籍する大学生および大学院生（法律学専攻の博士後期課程在籍者を除く）

４名１チーム（１大学１チームまで、大学混合チーム可）

無料（聴講可能、要事前申し込み）

英語使用言語

国際人道法(IHL)模擬裁判大会
国内予選 参加者募集

受付期間 2012年8月1日（水）-10月5日（金）

優勝チームには、2013年3月（予定）に香港で行
われる、アジア・太平洋地域大会への出場権が
与えられます。（旅費はICRC負担）

詳細は日本赤十字社のウェブサイトをご確認ください

大会日程
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会　　　 場 日本赤十字看護大学 広尾キャンパス



国際人道法を、机上の学問としてのみでなく、武力紛争の現場で実際に適用されるルールとして、学生に理解を深めてもらうことを目的と
しています。出場者は提示された架空の問題に基づき、原告チームと被告チームに分かれて議論を交わします。

東京都渋谷区広尾4-1-3　　TEL：03-3409-0875
・JR渋谷駅より都バス（学03）またはJR恵比寿駅より都バス（学06）
  日本赤十字医療センター行　終点下車
・東京メトロ日比谷線 「広尾」六本木寄り口より 徒歩15分

   8月   1日(水) 公式スケジュール・規則・問題発表、チーム登録受付開始
10月   5日(金） チーム登録締め切り
10月 12日(金) クラリフィケーションに関する質問提出期限
10月 19日(金) クラリフィケーション発表
10月 29日(月) メモリアル及び弁論者提出期限
11月 12日(月) 対戦相手校通知、メモリアル交換
12月  8日(土)　国際人道法模擬裁判大会 国内予選

West Drakonia地方は、民族間対立による混乱と、その事態を受けて行われた住民投票を経て、Bariland連邦の構成国の一つであるKatoland
共和国から事実上分離・独立状態にあった。しかし、Katoland共和国の国防相兼軍司令官Calley Jones大佐は、West Drakoniaの外交路線
や政治的混乱が自国の安全保障上の脅威になると考え、軍及び治安部隊を派遣して同地方を支配下に置いた。この過程で、被拘束者の
不当な取り扱い、医療活動の制約、発電所に対するサイバー攻撃に起因する住民への被害等が発生し、事態は国際刑事裁判所(ICC)に付
託された。本件について、Jones大佐はいかなる罪責を負うであろうか。（ICCを除く文中固有名詞は全て架空の名称）

優勝チーム（Best Team）：予選を勝ち抜いた2チームで決勝を実施した結果、総合得点が高いチームが国内予選大会優勝となります。　　　
　　　　　　    　             2013年3月（予定）に香港で行われるアジア太平洋地域を対象とした本選に、日本代表としての出場資格が与えら 
 　　　　　　　　　   れます。
最優秀弁論者賞（Best Mooter）：最も優れた弁論を行った個人へ贈られます。

日本赤十字看護大学 広尾キャンパス

大会スケジュール

問題概要

大会趣旨

主催者紹介

各賞

詳細および問い合わせ先
問題全文、登録方法など詳細は、日本赤十字社ウェブサイト(http://www.jrc.or.jp/)にてご確認ください。
その他のお問い合わせは、メール (rcmootcourt2012@gmail.com )にて受け付けています。 

赤十字国際委員会 (ICRC)  （http://www.jrc.or.jp/ICRC/）
主に紛争地で人道支援を行う国際組織。人道法の推進者/守護者として国際社会から法的権限を与えられ、武力の犠牲となっている人々
に寄り添います。現在約80ヶ国で活動を展開中。国内では、世界各地における人道危機への注意・関心を喚起しながら、日本政府をはじ
め関係当局に活動への理解と支援を促します。人道法の普及・教育に関しては、日本赤十字社と連携して推進しています。

日本赤十字社  (http://www.jrc.or.jp/)
日本赤十字社は、世界187ヶ国に広がる赤十字・赤新月社の一員として、人間のいのちと健康、尊厳を守ることを使命に、国際救援、開発協力事
業をはじめ、国内での災害救護、医療・血液事業、救急法の講習などを行っています。また、国内での国際人道法の普及を図ります。

会場アクセス

学校法人日本赤十字学園 (日本赤十字国際人道研究センター) (http://www.jrc.ac.jp/)
日本赤十字国際人道研究センターは、全国に６つの看護大学と１つの短期大学を有する日本赤十字学園の学術研究拠点として2011年4月
に開設されました。赤十字が行う人道活動の調査・研究、赤十字と国際人道法の研究・普及等を主な事業としています。広く人道問題に関する
学術拠点として、国内外の人道問題研究者・実践者との協働・連携の場となることを目指しています。


